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韮崎市では、公共事業等の大規模開発にともない、数多くの遺跡が発掘調査

され貴重な埋蔵文化財が発見されており、また民間開発や宅地造成による発掘

調査も増加 しています。この度発刊された本報告書は、そのような緊急調査が

相次ぐなかで個人住宅建設にかかり平成 6年度に発掘調査された坂井南 (大原)

遺跡の報告であります。

坂井南遺跡は、昭和57年度に民間会社の開発事業に伴いはじめて発掘調査さ

れて以来、本年までに数次の調査が行われています。遺跡の時代は古墳時代前

期で、今から1600年 前の集落跡が発見されています。竪穴住居址や掘立柱

建物址といった居住区域の周辺に、方形周濤墓と呼ばれる墓の集まった墓域が

形成されており、当時の村を知るうえで貴重な発見となっています。遺跡から

出土 した遺物は当時の生活を物語っています。今回調査されたところは、居住

区周辺の墓域の一角にあたり、面積は狭いものの方形周濤墓が確認されました。

遺跡は文化遺産として、永く後世に伝えて行かなければならないものであり、

報告書はそれらの文化財を記録にとどめたものです。本書が我々の先人の生活

と歴史をときあかすための手助けになればと願っております。

末筆ですが、遺跡の発掘調査並びに報告書作成に伴い、多大なる御理解と御

協力を賜った関係諸機関及び関係者の皆様方に深く感謝を申し上げます。

平成 7年 3月 31日

韮 崎 市 教 育 委 員 会

教育長 秋 山 利 良



例

1 本書は、個人住宅建設に伴う坂井南 (大原)遺跡の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は、文化庁・ 山梨県の補助金を受け、韮崎市教育委員会が実施 した。なお、坂井南遺

跡は民間開発にともない過去数次にわたり発掘調査されている大規模な遺跡であり、今回の調査

もそれに隣接する土地での調査で「坂井南」を遺跡名としたが、報告書のタイ トルにはこれまで

の調査報告と区別するために「坂井南 (大原)遺跡」と小学名を入れた。

3 本報告書の作成並びに整理作業は、韮崎市教育委員会社会教育課が行った。

4 凡例

① 遺濤の番号は発掘調査現場において付けたものである。 ② 縮尺は各挿図ごとに示 した。

③ 写真図版中遺物に付けられた番号は、実測図の番号と対応する。

5 発掘調査及び報告書作成に当たり、多くの方々から御指導・御協力をいただいた。一々御芳名

を上げることは割愛させていただくが、厚く御礼を申し上げる次第である。

6 発掘調査、整理によって出土並びに作成された遺物及び資料は、韮崎市教育委員会において保

管している。

調 査 組 織

1 調査主体  韮崎市教育委員会

2 調査担当  山下孝司 (韮崎市教育委員会社会教育課)

調査員   伊藤正彦

3 調査参加者

岡本嘉―・小沢治代 。小沢千代子・小田切昭子 。小沢久江 。長島昌子・小田切絹江 。乙黒きく

ゑ・五味ゆき子・小沢高恵・岡本保枝・小沢三千子・石原ひろみ 。有賀京子 。三井福江 。青山

みち枝・清水由美子 。深沢真知子・小野初美

4 事務局 韮崎市教育委員会社会教育課

教育長 秋山利良、課長 福田国夫、課長補佐 深沢義文、係長 中鳴尚夫、野回文香
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I 調査に至る経緯 と概要

平成 5年 12月 窪田一彦氏より個人住宅建設にかかり、韮崎市藤井町北下条字大原 2244-
2番地の埋蔵文化財に関して本市教育委員会に紹介があった。住宅建設用地は平成 3年に発掘

調査された坂井南遺跡に隣接 しており、遺構の存在が確実視されたので、試掘を行ったところ

遺物が出土し暗褐色上の落ち込みが確認された。その結果をもとに本調査の実施を地権者に告

げ、山梨県教育庁文化課と市教育委員会で協議 し補助事業として発掘調査を行い、記録に留め

永く後世に伝えることとした。

発掘調査は、平成 6年 4月 中旬より開始 し約一か月間おこなった。遺物等の整理作業を行い、

報告書作成までの作業が完了したのは、平成 6年 3月 であった。

H 遺跡の立地 と環境

1 遺跡の立地

坂井南 (大原)遺跡は山梨県韮崎市藤井町北下条字大原地内に所在 した。

韮崎市は、山梨県の北西部に位置し、甲府盆地の北西端を占めている。市内を貫流する釜無川。

塩川により、地形的にほぼ山地・合地・平地の三地域に分けられる。

合地である七里岩は、八ケ岳の山体崩壊にともなう韮崎岩層流と東西を流れる塩川と富士川

(釜無川)に よって形成されている。西側を流れる富士川 (釜無川)による合地の侵食は激 し

く、その侵食崖が長野県下蔦木から韮崎に至っており奇観を呈し七里岩の呼称のおこりとなっ

ている。富士川 (釜無川)は水量は多いが川幅がひろく普段は流れが緩やかであるが、一度集

中豪雨が降ると南アルプス前山の山々から土石流が多量に流れこみ氾濫により大水害を起こす

こと度々であった。合地東側は塩川の氾濫原で肥沃な平地をつくりだしており、中田町 。藤井

町を含む藤井平は穀倉地帯として古く「藤井五千石」と呼ばれていた。合地上には韮崎岩婿流

によってつくりだされた小円頂丘と凹みが所々にあり湧水地が点在 し、畑と果樹園が多い田園

地帯となっている。

坂井南 (大原)遺跡は七里岩合地上南部、坂井集落の南側、沢を挟んで西から東に向かって

傾斜をもった半円形に張り出した小丘上の一角に位置する。標高約 444m。 遺跡は比較的眺

望がよくまわりは畑であるが、その周囲の西側から北側にかけては大原団地 。東京エレク トロ

ン株式会社、南側には韮崎中央公園があり、近年宅地化が進む地域となっている。

2 周辺の遺跡

番号 遺  跡  名 時 代 区 分 備 考

① 坂井南 (大原 ) 弥生・古墳



,テ
F

/ザ

|°
(募

にヽ
、
_年

く

＼ it
要
が

I篤
ξ粋
氏

|l
fイ
ニ

― ］ ―

＼
、 ■ 、

轟 褒

第
1図

 
坂

井
南

(大
原

)遺
跡

①
と
周

辺
遺

跡
(1
:2
50
00
)



番号 遺 跡 名 時 代 区 分 備 考

② 坂 井 縄 文 志村滝蔵『坂井』 地方書院昭和40年

⑥ 新 田 縄文。平安 平成 6年度 韮崎市遺跡調査会調査

④ 官  ノ 前 縄文。弥生 。奈良・平安
平成元年～ 2年

韮崎市遺跡調査会調査

⑤ 北  後  田 縄文・平安 平成元年度 韮崎市教育委員会調査

⑥ 後 田 縄文・弥生・古墳・奈良・平安 昭和63年度 韮崎市教育委員会調査

⑦ 官 ノ前 第 3 奈良・平安 平成 4年度 韮崎市遺跡調査会調査

③ 北  下  条 弥生。奈良・平安 昭和57年度 韮崎市教育委員会調査

◎ 下  横  屋 弥生・平安 平成元年度 韮崎市教育委員会調査

⑩ 山 影 縄文 平成 5年度 韮崎市遺跡調査会調査

① 新 府 城 跡 中世 国指定史跡

⑫ 武田信義館跡 中世

〇 堂  の  前 弥生・奈良・平安 昭和61年度 韮崎市教育委員会調査

⑭ 宮 ノ前 第 2 奈良。平安 平成 2年度 韮崎市教育委員会調査

〇 火  雨  塚 古墳 円墳

⑮ 殿 田 平安

⑩ 女  夫  石 縄 文

〇 砦 縄 文

Ⅲ 調査の方法

耕作土・表土を排除した後、ローム土層面を鋤簾等により遺構確認の後、掘り下げを行った。

調査区域は桑畑～長芋畑へと改植されたらしく、著 しく攪乱を受けており、随時遺構確認用補

助的試掘濤を設定し掘り下げを行い調査を実施 した。測量の基準として地形を考慮 し任意に基

本的に5m方眼を設定し杭打ちを行ったが、所によっては杭を移動した。

-3-
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Ⅳ 遺構

調査の結果発見された遺構は、方形周濤墓 2基であった。ただし前項で述べたように当地は耕作に

よる攪乱が著 しく、また開墾 した土地の山林からの根の侵入を防ぐための根切り濤が走り遺構の不鮮

明な箇所が少なくなかった。

<1号方形周滞墓> (第 3図 )

調査区域中央から北西側に位置する。大きさは、東西 1lm、 南北 12mで、長方形の平面形態を

呈 し、南東側に幅 3m程のプリッジが存在する。周濤の幅は 8 0cm～ 1.6mで 、確認面からの深さ

は20～70cmと なっている。西側濤は根切りの深く細長い濤によって攪乱を受けており、やや遺構が不

鮮明となっている。

<2号方形周溝墓> (第 4図 )

調査区域北端に位置する。ややずれるが東西方向に濤が発見された。北側は調査区域外であるが、

平成 3年度に発掘調査されて方形周濤墓が発見されており、当該地に周濤がのびていることが予想さ

れ、事実周濤が確認された。周濤は長さ8.5m、 幅1,8m程で、西側で調査区域外方向へ曲がっており、

平成 3年に発掘された周濤墓へつながる。確認面からの深さは40cm前後であるが、北辺は 1号方形周

濤墓から続く根切りの深く細長い濤によって攪乱を受けている。東端も調査区域外で不明であるが、

周濤がのび北側へ曲がっていくものと思われる。平成 3年の調査成果と合わせると、本周濤墓は東西

13m、 南北14mの大きさで、東側周濤の中央部に幅約 2mの ブリッジが存在する形態となる。

V 遺物

遺物は、 1号 。2号周濤墓から出土した古墳時代のものが中心で、量的には僅かでありしかも破片

となっている。ほかに縄文・弥生時代の上器片もあるが、流れ込みであろう。

<1号周溝墓出土遺物> (第 5図 )

出土遣物一覧 (単位  cm)

番号 器 種

法 旦塁 等 / 胎 土 / 色 調

整  形 特  徴 そ の 他

1 一壁

口径 13.7 2/3欠損/金雲母、白・黒色粒子を含む/外面浅黄橙色、内面にぶい黄橙色

内面、胴部は撫で、回縁部には綾杉文が施される。
外面は刷毛整形され、日縁部には擬凹線文が施される。肩部には上より順に櫛描
直線文と鋸歯文が 2段施され 3段 目の櫛描直線文の下には列点文がめぐる。

2 一里

顕部破片/金雲母、赤・白・黒色粒子を含む/浅黄ttX色

内 。外面ともに刷毛 目痕あり①

外面肩部には円形貼付文が施される。

3 甕

回径16.6 口縁部破片/金雲母、赤・白・黒色粒子を含む/外面にぶい黄橙色、内面・灰黄褐色

回唇部に刻み 目がめぐる。

-5-



Ｒ

世

ャ

第 3図  1号周湊墓 (1/100)

-6-



0     2m

第 4図  2号周濤墓(1/100)

-7-



番号 器 種

法 皇
皇 等 / 胎 土 / 色 調

整  形 特  徴 そ  の 他

4 甕

口径19.0 回縁部破片/金雲母、白・黒色粒子を合む/にぶい黄橙色、外面はすすけている

内面は撫で、外面は刷毛整形。口唇部は亥」み 目がめぐる。

5 甕

回径23.0 回縁部破片/粗めの砂粒を多く合む/浅黄橙色

S字状回縁部横撫で、肩部には斜位の刷毛目痕あり。

6
縄文土器

深  鉢

破片/金雲母、砂粒を含む/にぶい黄橙色一部黒変

半載竹管による縦沈線文が施される。

7 甕

破片/金雲母、自・黒色粒子を含む/にぶい黄橙色

内面は撫で、外面は条痕。

8 甕

破片/粗めの砂粒を多く合む/外面にぶい橙色、内面黒褐色

内面は撫で、外面は条痕。

9
弥生土器

甕

破片/細かい砂粒を含む/外面にぶい褐色、内面橙色

外面には櫛描波状文が施されている。

10 石 器

長さ約11.5 幅約6.7  厚さ約2.0

石材 縞状黒雲母片麻岩様ホルンヘルス

〈2号周溝墓出土遺物〉  (第 6図 )

出土遺物一覧 (単位 cm)

番号 器 種
法 皇 等 / 胎 土 / 色 調

整  形 特  徴 そ の 他

1 一距

底径5.0 底部のみ/砂粒を含む/にぶい黄橙色

内面撫で、外面刷毛 目。

2 甕
底径6.0 底部のみ/細かい金雲母、白・黒粒子を含む/にぶい黄橙色

内面撫で、外面刷毛整形のち撫で。

3 甕
破片/金雲母、白・黒色粒子を含む/に応ミぃ黄橙色

内面撫で、外面刷毛整形。

4 甕

破片/金雲母、白・黒色粒子を含む/外面黒褐色、内面にぶい黄橙色

内面撫で、外面刷毛整形。

5 合 付 甕
底径8.8 脚合部のみ/金雲母、赤。白・黒色粒子を含む/にぶい黄橙色

内・外面共に刷毛 目痕あり。

-8-
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番号 器 種

法 里 等 / 胎 土 / 色 調

整 形 ・ 特 徴 。 そ の 他

6
縄文土器

深  鉢

破片/粗い砂粒を含む/外面にぶい橙色、内面掻色

列点状刺突文が施される。

7 甕

破片/白・黒色粒子を含む/外面にぶい黄橙色、内面浅黄橙色

内面撫で、外面条痕。

Ⅵ ま と め

今回は250m2と狭い調査範囲であったが、前章まで見て来たように古墳時代の方形周濤墓が 2基

発見された。 1基は、根切り濤によって切られてはいるものの、周濤が方形にめぐりひとつの角にブ

リッジをもつ形態のもの。別の 1基は、角にではなく方形区画の一辺中央あたりにブリッジをもつ形

態のその南側の周濤部分のみが確認された。

これら遺構から出土 した遺物は少なく、古墳時代の焼き物のほか、流れ込みと思われる縄文時代の

上器片や外生時代の土器片、条痕文の土器片がみられた。 1号周濤墓からは石器が出上している。出

土した土器のなかで 1号周濤墓の壷は、パ レススタイルと呼ばれる特徴的なもので、濃尾平野系土器

とされ、 S字状口縁合付甕の回縁部下段に押 し引き状の刺突文をめぐらす形態のA類とともに波及し

定着するとされている。

方形周濤墓や特徴的な遺物の発見は古墳時代の社会を知るうえで重要な発見であった。

おわ りに

坂井南(大原)遺跡から発見された遺構と遺物は古墳時代の歴史を解明するうえで重要なものである

が、本報告は限られた作業のなかでなされたもので、遺構と図面上に復元可能な遺物を抽出し呈示 し

たにすぎない。遺構 。遺物の詳細な検討等がなされず不十分な点は否めないが、本書が今後の調査 。

研究に資することができれば望外の喜びである。

なお、本遺跡の発掘調査に際しては地権者の窪田氏をはじめ、東京エレク トロン株式会社の御理解

と御協力を戴き、円滑に終了することができた。厚くお礼を申し上げる次第である。
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遺跡近景

排土作業



2版図

発掘風景

1号周溝墓遺物 出土状態



図 版 3

測量風景

1号周溝墓
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図 版 5
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1号周濤墓出土遺物
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図 版 6
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